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失われた30年と言われる中、一橋大学
SDSには、データサイエンスの社会実装
を進めることにより、日本を変革する人
材を輩出してほしい。

一橋SDSへの期待
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項目

• データサイエンス・AIの教育に関する動向

• データサイエンスの3要素と産学連携による教育

• 社会人のリスキリング

• 滋賀大学DSの産学連携、就職状況
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世界デジタル競争ランキング2022     (スイスのIMD)

特に低評価だった指数

• デジタル・技術スキル:62位

• ビッグデータやデータ分析の活用: 63位



ＡＩ戦略2019  (2019年7月)
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認定制度:リテラシーレベル (昨年)
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数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム



アメリカ統計学会ニュースレター 2021年10月号

アメリカでの統計学の学位数

修士

学士

博士

• 日本は基本的にゼロ。統計学教員の不足が深刻。
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相次ぐデータサイエンス系学部の創設

• 2017年 滋賀大学データサイエンス学部

• 2018年 横浜市立大学データサイエンス学部

• 2019年 武蔵野大学データサイエンス学部

兵庫県立大学社会情報科学部

• 2020年 長崎大学情報データ科学部

• 2021年 立正大学データサイエンス学部

群馬大学情報学部

• 2023年 一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部

名古屋市立大学データサイエンス学部

京都女子大学データサイエンス学部

大阪成蹊大学データサイエンス学部

• 実は教員不足が深刻



• 統計数理研究所を中核機関とし、21大学等が参画機関として発足

• 滋賀大学はこの事業の「西の拠点」として貢献
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統計エキスパート人材育成事業 ← 統計教員育成



データサイエンスの３要素

データ
収集・

加工・処理
（データ

エンジニアリング）

理系的

データ
分析・解析

（データ
アナリシス）

価値の
発見・創造

（価値創造）

(主に)文系的理系的

情報学＋統計学＋価値創造

文理融
合分野
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AI(狭義)

AI(広義)



• 価値創造は講義では教えられない

• 実際のデータや課題は大学には存在しない

• 現場のデータを利用した価値創造PBL演習での成功体
験が重要

実際のデータを用いた価値創造教育

• 企業・自治体等との連携

• 滋賀大では累計250社超
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事例は後で説明
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社会人のリスキリングの必要性

https://smartwork.nikkei.co.jp/survey/20221104.html

岸田首相所信表明演説(10月3日): 
特に個人のリスキリングに対する公的支援については、人への投資策を
「5年間で1兆円」のパッケージに拡充します。

• DS・AI分野を大学で習っていなかった ← 技術の急速な変化

• 統計学もあまり習わなかった ← 統計学部・学科がなかった
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データ
収集・

加工・処理

データ
分析・解析

価値の
発見・創造

データサイエンスの前と後

課題の発
見・設定

実装・業
務改善

• 現場と協働し課題を
発見

• DS・AIによって解決
可能か判断

• 効果の予測

• 上司の理解
• 現場の抵抗
• 企業文化

大学

企業 ?

連携



滋賀大の事例: 企業連携による実際のデータを用いたPBL

• 日経新聞2019年7月31
日で紹介

• チョコレートの売上
データを分析し、プロ
の前で発表

• 学生が答えのない課題
に挑戦

• このようなPBLの教育
効果は高い

• 企業からの積極的な協
力が不可欠
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例：地元警
察との連携
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実践的な卒業研究 (1期生)

特別セッション
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企業派遣を重視した修士課程

• 定員20名で発足。昨年40名に拡大 ← 学部からの進学

• 1年目はインテンシブな講義・演習
• 2年目は修士論文執筆 (企業に戻ってデータ分析)



• 連続晶析における粒度分布遷移過程の状態空間モデルによる分析
• 分散表現獲得手法による類似文章の推薦 ―社内用語に対応するモデルの探索―
• コロナ禍におけるEBPMに資する倒産・失業関連指標の予測速報モデル
• マーケティング・リサーチにおける統計的因果探索を用いた因果仮説構築に関する研究
• 機械学習を用いた調査票データベースにおける質問内容分類
• テレマティクスデータを用いた自動車事故リスク評価に関する考察
• 転移学習を用いた利用者の少ない金融サービスに対する顧客予測分析
• コールセンターの応対音声品質の自動評価に向けた要素技術の研究
• 関係の離脱を考慮した多項関係解析と金融商品購買予測への応用
• 預金口座情報を用いた企業デフォルト予測の実証分析
• 不均衡データに対する機械学習手法と税関不正検知への応用
• 南海トラフ巨大地震における生活廃棄物の広域処理についての考察
• 量的・質的金融緩和政策期における、上場企業の有形および無形資産投資に関するパネル

データ分析
• 生存解析と機械学習手法を用いた企業の隠れ状態の推定
• プラント非定常運転時の異常検知手法の研究
• 廃棄物処理施設における監視映像を対象とした異常検知
• 新型コロナウイルス感染症に関する考察
• 企業信用調査のテキストマイニングによる特定業界の判別

修士1期生の修論タイトル一覧 (昨年春)

企業派遣院生の修論
は多くが非公開
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学部2期生
の就職状況
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• 情報系とデータサイエンス系の区別
• 企業側にチームがないケース
• データサイエンティストの中期的なキャリアが確立されて

いない
• 数年後にはデータサイエンス系学部からの卒業生が1000名

以上となるので改善するか

就職状況から見えてくる課題

期待再掲: 一橋SDSから日本を変革する人材を輩出!


